
（配布先）

　 施工担当部署長・建設所長・設備部長

　 副部長、副所長、統括工事長（建築・土木）

　 安全長・安全主任

 　Ｓ・ＢＬＣ関西支社

 　関西支店取引業者災害防止協議会

　標記のように、安全環境本部より２件の事務連絡が発行されました

ので周知の上、徹底願います。

　いずれも、改変された仮設設備が放置されたことに起因する墜落災害

で、そのうちの１件は、関西支店において発生した災害です。

　墜落災害防止の再徹底を指示するとともに、仮設設備の計画において

は、下記事項の徹底をお願いします。

１．仮設設備の計画にあたっては、その設備を使用する取引業者と

　　十分な打合せを行う事。

２．仮設設備の改変が必要な場合は、必ず当社に報告させ、改変中の

　　使用禁止を徹底するとともに、改変後の設備が安全なものである

　　ことを注文者として点検する事。

以　　上

事務連絡（安-2020-66）

      令和3年1月13日

　　　　関西支店

安全環境部長

【紙回覧】仮設設備改変による墜落災害防止の徹底について(要請）

・安全な仮設設備使用の徹底について(要請）



（配布先）                         事 務 連 絡 2 0 - 4 6 

部門安全環境部長                      令和 2年 12月 22日 

 

 

                                安全環境本部 

                                安 全 部 長 

 

 

仮設設備改変による墜落災害防止の徹底について（要請） 

 

 

先日，当社の工場新築工事作業所で，改変された仮設設備が放置されたことに起因す

る墜落災害が発生しました。 

型枠大工が，支保工昇降用タラップ横の足場板に乗ったところ，足場板が固定されて

いなかったため天秤状態となり，2.2ｍ墜落して左足腓骨を骨折するという災害(休業見

込 60 日)です。この足場板は，タラップに乗り移る足場として設置されていましたが，

災害発生時には，改変されて無固定状態になっていたとのことです。改変したまま放置

されていた経緯は不明ですが，うっかりでは済まされない重大な問題です。 

10 月には，手すりを外した足場から，他職の作業員が墜落するという災害が発生し，

事務連絡 20-35により，墜落災害防止の再徹底について要請したばかりにもかかわらず，

同種の墜落災害が発生したことは誠に遺憾です。 

つきましては，仮設設備を改変したことに起因する墜落災害の防止を徹底するため，

事業者(職長)，注文者がそれぞれの役割を自覚したうえで，下記事項を厳守させるよう

要請します。（添付の資料１,２を参照） 

 

記 

 

１． 高さが 2ｍ以上で墜落の恐れのある場合，足場を組み立てる等作業床を設ける，

手すりを設ける，親綱等安全帯を取り付ける設備を設ける等を行うことが，事

業者に求められていることをしっかり認識させる。（則 518,519,521条） 

 

２． 足場・構台等の解体又は変更を行うときに，関係労働者以外の労働者の立ち入

りを禁止することが定められていることを認識させる。（則 564条） 

 

３． 平成 27 年 1 月に安衛則が改正され，足場に関する墜落災害防止措置が強化さ

れている。足場の一部解体・変更後は，次の作業を開始する前に，注文者とし

て点検・修理を行うこと。（則 655条,655条の 2） 

 

以 上 

  



労働安全衛生規則 第二編  

第九章 墜落、飛来崩壊等による危険の防止 

第一節  墜落等による危険の防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第十章 通路、足場等 

第二節  足場 

 

  

（作業床の設置等） 

第五百十八条  事業者は、高さが二メートル以上の箇所（作業床の端、開口部等を除く。）で作

業を行なう場合において墜落により労働者に危険を及ぼすおそれのあるときは、足場を組み

立てる等の方法により作業床を設けなければならない。 

２  事業者は、前項の規定により作業床を設けることが困難なときは、防網を張り、労働者に

要求性能墜落制止用器具を使用させる等墜落による労働者の危険を防止するための措置を

講じなければならない。 

（開口部等の囲い等） 

第五百十九条  事業者は、高さが二メートル以上の作業床の端、開口部等で墜落により労働者に

危険を及ぼすおそれのある箇所には、囲い、手すり、覆(おお)い等（以下この条において「囲

い等」という。）を設けなければならない。 

  

 

 

（要求性能墜落制止用器具等の取付設備等） 

第五百二十一条  事業者は、高さが二メートル以上の箇所で作業を行う場合において、労働者に

要求性能墜落制止用器具等を使用させるときは、要求性能墜落制止用器具等を安全に取り付

けるための設備等を設けなければならない。 

２  事業者は、労働者に要求性能墜落制止用器具等を使用させるときは、要求性能墜落制止用

器具等及びその取付け設備等の異常の有無について、随時点検しなければならない。 

 

資料１ 

 

第五百六十四条  事業者は、つり足場、張出し足場又は高さが二メートル以上の構造の足場

の組立て、解体又は変更の作業を行うときは、次の措置を講じなければならない。 

  一  組立て、解体又は変更の時期、範囲及び順序を当該作業に従事する労働者に周知させ

ること。 

  二  組立て、解体又は変更の作業を行う区域内には、関係労働者以外の労働者の立入りを

禁止すること。 

  三  （以降省略） 



【厚労省発行のリーフレットの抜粋】 
  

資料２-1 

 



 

 

 

 

 

 

 

資料２-2 

 



（配布先）                         事務連絡 20-47  

部門安全環境部長                      令和 3 年 1 月 8 日 

 

 

                                安全環境本部 

                                安 全 部 長 

 

 

安全な仮設設備使用の徹底について（要請） 

 

 

過日，当社新築工事作業所において，ＳＭ式ローリングタワーを使用して断熱モルタ

ルの塗付け作業を行っていた一人親方の左官工が，下部にいた同僚に話し掛けようとし

た際に，手を掛けた手摺が外れ２.５５ｍ墜落し手首を骨折するという休業災害が発生

しました。（別紙１参照） 

直接の原因については，ミルックスの材料で組まれていたＳＭ式ローリングタワーの

手摺を，作業効率を優先した同僚の左官工が，当社に報告することなく，サイズの合わ

ない別メーカーの手摺材料を使って組み直した際の固定不良にあると推測されます。

（別紙２参照） 

また，現地調査の結果，当該ローリングタワーの計画にあたり，それを使用する取引

業者と十分な打合せが行われていなかったことや，組み直した手摺が法定の高さを満た

していなかったことも判明しました。 

つきまして，同種災害の再発防止のため，下記事項の実施を作業所関係者に周知徹底

させてください。 

 

記 

 

１． 仮設設備の計画にあたっては，当該仮設設備を使用する取引業者と十分な打合

せを行うこと。 

 

２． 仮設設備の改変が必要な場合は，必ず当社に報告させ，改変後の設備が安全な

ものであることを三現主義で確認すること。 

 

以 上 



( 墜 落 ) 手を掛けたローリングの手摺が外れて墜落した

◇発生日時 ： 2020年12月29日 ( 火 ) 午前9:30分頃

◇ 被災者 ： 左官工 55 歳 (所属 2次 ) 経験 37年2ヶ月

【発生状況】

１階の建屋内で、ローリング足場(H=2.55ｍ)を使用した断熱モルタルの塗付け作業を終え、下
部にいた同僚と段取替えの会話をしようと手摺に寄り掛かったところ、手摺が外れ墜落した際
に床面に左手を突いた。
（左橈骨遠位端粉砕骨折・左腰背部打撲症・殿部打撲傷）（休業見込日数 60 日）

（別紙１）

検証写真



（別紙２）

（ミルックス）

（別メーカー）
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UZB2978
ハイライト表示


